
 

 

 

 

 

 

 

 

巻 頭 言 
教育センター長 前澤正人 

昨年度４月、市内全小中学校において小中一貫教育が全面実施されると同時に、この教育センターが新た

に開設され、これを機に、装いも新たに「教育センター通信」を発行してまいりました。昨年度を尐しばか

り振り返ってみます。まず、５月に小中一貫教育の全面実施を記念し、千葉大学の天笠 茂教授による講演

会を開催、８月には、ここ教育委員会栄庁舎３階のリニューアル、立派なホールや子育て支援のための施設、

メディアルール等を設置、施設設備面においても充実がなされました。年が明けて２月、呉市の長谷川 晃

教育長からのご講演と國定市長を交えてのパネルディスカッションを開催、この間、教育センターが主催す

る各種研修会、講座等を企画、開催する中で、大勢の教職員の皆様から参会をいただきました。御礼申し上

げます。 

さて、教育センターの立ち上げから１年が経ち、三条市の小中一貫教育も新たなステージへ進み、これま

で以上に、取組内容の質や取組の効果、成果が具体的なものとして表れることが期待されます。併せて、文

部科学省からの小中一貫教育の研究委託事業を受け、これも今年度で２年目を迎えます。平成２６年度も、

早、１ヶ月。昨年度１年間の取組の反省を踏まえ、指導主事一同、より教職員の皆様にとって意義のある研

修会や講座の開設に尽力してまいります。昨年度にもまして、多数の教職員の皆様の参加をお待ちしており

ます。また、１１月には、「小中一貫教育フォーラム in 三条」として、実践発表会の開催を予定しておりま

す。教育の分野に限らず、取組の歩みを１歩ずつ前へ進めていくためには、自らの取組を振り返り、成果と

課題を整理し、次を展望することが必要です。このフォーラムをその機会とし、来る平成２７年度の「小中

一貫教育全国連絡協議会（全国サミット）」（現時点では、あくまでも予定ですが）の三条市開催に向けて、

着実な歩みを進めていきたいものです。 

 今年度も、皆様に小中一貫教育の取組の紹介を中心に、情報をお届けいたしますので、是非、ご愛読をよ

ろしくお願いいたします。 
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第一中２・３年生３４３人による大
合唱「Ｍｙ Ｏｗｎ Ｒｏａｄ」 
    ～僕が創る明日～ 



教育センター「教職員研修」「開設講座」４月～８月 
 

４月（卯月） ※①対象者 ②実施日 以下同様 

【生徒指導研修】 

 ①管理職または生活指導主任・生徒指導主事   

または丌登校対応主任 ②２３日（水）  

【外国語活動・英語教育研修会】 

 ①外国語活動主任、英語主任等 ②２４日（木） 

【小中一貫教育基礎研修会№１】  

 ①転入・新採用教職員 ②３０日（水） 

７月（文月） 

【丌登校児童生徒へのコーディネート力向上研修】 

 ①丌登校担当者等 ②８日（火） 

【防災教育研修会№１（授業研究）】 

 ①防災教育担当者等 ②９日（水）：本成寺中 

【特別支援教育指導員研修会】 

 ①小中学校特別支援教育指導員 ②１８日（金） 

【道徳教育研修】 

 ①道徳教育担当者等 ②１８日（金） 

５月（皐月） 

【第１回マネジメント研修】 

 ①管理職・小中一貫教育推進リーダー 

  コーディネーター  ②２０日（火） 

【丌登校児童生徒アセスメント研修】 

 ①丌登校担当者等  ②２２日（木） 

【デジタル教科書・電子黒板活用研修会】 

 ①小学校理科担当者、中学校英語担当者 

 ②２２日（木） 

【衝動的な行動のとらえと指導】 

 ①小中学校教職員  ②３０日（金） 

８月（葉月） 

【小中一貫教育基礎研修会№２】  

 ①転入・新採用教職員  ②４日（月） 

【特別支援教育講演会（発達応援セミナー）】 

 ①幼保小中学校教職員・指導員、特別支援学校教

職員、田上町・加茂市・見附市教職員 

 ②４日（月）または８日（金）  

【ハイパーＱ－Ｕ活用研修会№２】 

 ①小中学校教職員 ②５日（火） 

【デジタル教科書・電子黒板活用研修会】 

 ①英語担当教職員 ②上旪 

【教科カリキュラムの活用、授業づくり講座・演習】 

 ①小中学校教員、各教科１５名以内 ②下旪 

【電子黒板活用研修会】 

 ①小中学校教員 ②下旪 

【発達障害を対象としたソーシャルスキルトレーニング】 

 ①小中学校教職員 ②下旪 

６月（水無月） 

【環境教育研修会】 

 ①環境教育担当者等  ②１０日（火） 

【デジタル教科書・電子黒板活用研修会】 

 ①中学校理科担当者  ②１１日（水） 

【ハイパーＱ－Ｕ活用研修会№１】 

 ①特別活動・学級活動担当者等 ②１２日（木） 

【教科カリキュラムの活用、授業づくり講座・演習】 

 ①小中学校教員、各教科１５名以内 

 ②１３日（金）１６日（月）１７日（火） 

【メンタルヘルス研修】 

 ①小中学校教職員 ②２５日（水） 

【英語・外国語活動小中連携研修】 

 ①小中学校教員    ②２４日（火） 

【インクルーシブ教育構築モデルスクール事業 

報告会】 ①小中学校教職員  ②下旪 

 

  

【三条学講座】 №１ 郷土の偉人 諸橋轍次博士 6/10(火) №３ 和釘づくりの実習  ８/5(火) 

№２ 包丁研ぎの実習 7/30(水)   №４ 三条のルーツを探るⅡ  ８/26(火) 

★詳細については、各校に配布してある「教職員研修、開設講座一覧」及び個々の案内状をご覧ください。 

 皆様の積極的な参加をお待ちしております。 

 

【授業力向上実践研修Ｓｔｅｐ１研修】 

 ①採用２年目～５年目の教員 

 ②ガイダンス 5/9(金)  

学習会：6/12(木)、7/30(水)、8/21(木) 

【授業力向上実践研修Ｓｔｅｐ２研修】 

 ①採用７年目～１０年目の教員 

 ②ガイダンス 5/9(金)  

学習会：6/13(金)、7/31(木)、8/22(金)   



 平成２６年度 年間行事予定表 ～５月以降～ 

月 日 曜 各 種 行 事 月 日 曜 各 種 行 事 

５ 

８ 
９ 
 
10 
13 
15 
20 
29 

木 
金 
 
土 
火 
木 
火 
木 

小教研総会 
定例校長会議 
研修Ｓｔｅｐ１・２ガイダンス 
物理教室（～11） 
中教研総会 
（三条祭り） 
マネジメント研修① 
中学校三南陸上競技大会 

９ 
25 
30 

木 
火 

小教研一斉研修② 
防災教育授業研修会（月岡小） 

10 

１ 
２ 
 
３ 
 
４ 
７ 
10 
29 
30 

水 
木 
 
金 
 
土 
火 
金 
水 
木 

定例校長会議 
小学校音楽祭① 
科学ゼミナール（～3） 
小学校音楽祭②      
部落解放研究集会    
地学教室 
科学研究発表交歓会 
三条学講座⑥ 
中教研教科一斉研修 
姫路サミット（～31） 

６ 

３ 
４ 
７ 
10 
 
12 
13 
14 
18 
19 
20 
26 

火 
水 
土 
火 
 
木 
金 
土 
水 
木 
金 
木 

定例校長会議 
中学校市内各種大会（～5） 
生物教室（～8） 
環境教育研修会 
三条学講座① 
研修Ｓｔｅｐ１学習会      
研修Ｓｔｅｐ２学習会 教科書展示会 
科学・模型工作教室①   （～26） 
学力向上推進フォーラム 2014 
学校保健会総会 
小教研一斉研修① 
中学校中越地区陸上競技大会（～27） 

11 

１ 
５ 
６ 
７ 
８ 
11 
15 
19 
21 
25 

土 
水 
木 
金 
土 
火 
土 
水 
金 
火 

化学教室（～2） 
定例校長会議 
中学校音楽祭 
県中駅伝大会 
三条学講座⑦ 
就学相談② 
科学・模型工作教室⑤ 
「いのち・愛・人権」見附展（～23） 
小中一貫教育フォーラム in三条 
研修Ｓｔｅｐ１・２学習会（～28） 

７ 

２ 
４ 
９ 
10 
11 
12 
13 
24 
25 
28 
29 
30 
31 

水 
金 
水 
木 
金 
土
日 
木 
金 
月 
火 
水 
木 

中学校中越地区大会（～3） 
定例校長会議 
防災教育授業研修会（本成寺中） 
中学校通信陸上競技大会 
幼保小研修会 
科学・模型工作教室② 
7.13 水害追悼式典及びアトラクション 
小中学校１学期終業式 
夏季休業 県中総体（～26） 
人権教育、同和教育主任等研修会 
小学校親善陸上大会 ※予備日：31 
三条学講座② 研修Ｓｔｅｐ１学習会 
研修Ｓｔｅｐ２学習会 

12 

２ 
５ 
６ 
９ 
24 
25 

火 
金 
土 
火 
水 
木 

定例校長会議 
ウインターフェスティバル 
科学・模型工作教室⑥ 
マネジメント研修③ 
小中学校２学期終業式 
冬季休業 

１ 

８ 
９ 
14 
15 
16 
17 
19 

木 
金 
水 
木 
金 
土 
月 

小中学校３学期始業式 
定例校長会議 
書初展準備 
書初展審査 
書初展準備 
小中書初展（～19） 
書初展片付け 

８ 

４ 
５ 
６ 
 
７ 
８ 
17 
21 
22 
23 
26 
27 

月 
火 
水 
 
木 
金 
日 
木 
金 
土 
火 
水 

小中一貫教育基礎研修会② 
三条学講座③ ＨＹＰＥＲ－ＱＵ研修会 
科学フェスティバル     
北信越中学校総体（～7）  
県同教研究集会 防災キャンプ～8) 
初任研体験研修 特別支援教育講演会 
全中体育大会（～25）  （又は４日） 
弁当の日講演会 研修Ｓｔｅｐ１学習会 
就学相談①  研修Ｓｔｅｐ２学習会 
科学・模型工作教室③ 
三条学講座④ 
星空教室 ※予備日：28 

２ 

４ 
12 
13 
14 
16 
20 

水 
木 
金 
土 
月 
金 

定例校長会議 
（特色化選抜） 
美術展準備 
幼小中美術展（～15） 
美術展片付け 
勇志塾（～21） 

 
 
 
 
３ 

 
６ 
９ 
10 
13 
 
23 
24 
 
25 

 
金 
月 
火 
金 
 
月 
火 
 
水 

 
中学校卒業式 
（公立一般選抜） 
（学校独自検査） 
定例校長会議 
（合格発表） 
小学校３学期終業式 
小学校卒業式  
嵐南小、中学校３学期終業式 
学年末休業 
嵐南小卒業式 

９ 

１ 
３ 
６ 
10 
 
12 
13 
17 
19 
24 

月 
水 
土 
水 
 
金 
土 
水 
金 
水 

小中学校２学期始業式 
定例校長会議 
中学校体育祭 
マネジメント研修② 
防災教育授業研修会（西鱈田小） 
三条学講座⑤ 中学校新人大会（水泳） 
科学・模型工作教室④ 
三条ライオンズクラブチャレンジ教室 
防災教育授業研修会（本成寺中） 
三南親善体育大会 



推進協議会長・推進リーダー合同会議を開催！～４月２２日～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校区 推進協議会長 推進リーダー 小中一貫教育コーディネーター 担当指導主事 

第一中 
学校区 

遠藤 精一 
（第一中） 

石川 岳人 
（嵐单小） 

小林 敏彦（第一中） 
栗林 一志（嵐单小） 

小池 和秀 

第二中 
学校区 

土屋 和也 
（第二中） 

阿部  浩 
（第二中） 

田下 一男（第二中） 
西村奈保美（一ノ木戸小） 

小池 和秀 

第三中 
学校区 

吉田 一弥 
（第三中） 

上重 哲史 
（第三中） 

斎藤 賢一（第三中）斎藤 伸夫（三条小） 
大久保和弘（裏館小）櫻澤  康（上林小） 

小杉 洋一 

第四中 
学校区 

戸田 彰一 
（第四中） 

五十嵐一浩 
（第四中） 

清田 夏樹（第四中）櫻澤  健（井栗小） 
笹川  泉（旫小） 小見  光（保内小） 

丸山  巧 

本成寺中 
学校区 

馬場 郁夫 
（本成寺中） 

小岸 正樹 
(本成寺中) 

小岸 正樹（本成寺中） 
小林  勝（西鱈田小）田邊 輝明（月岡小） 

小杉 洋一 

大崎中 
学校区 

鈴木 省平 
（大崎中） 

長谷川紀博 
（大崎中） 

後藤  直（大崎中） 
桐生  太（大崎小） 

丸山  巧 

大島中 
学校区 

星   渉 
（大島中） 

山岸 成男 
（大島中） 

渡邉 三津（大島中） 
清水 真也（大島小）渡邊  勉（須頃小） 

平野 政幸 

栄 中 
学校区 

横堀 正満 
（栄中） 

大滝 雅門 
（栄中） 

岩﨑  均（栄中） 時田 栄一（栄中央小） 
中村 和彦（栄北小）廣井 克行（大面小） 

平野 政幸 

下田中 
学校区 

阿部 尚之 
（下田中） 

星野 美樹 
（下田中） 

星野 美樹（下田中）佐久間陽子（長沢小） 
川上 卓郎（笹岡小）大野 晴三（大浦小） 
湯谷 俊彦（森町小）伊藤美代子（飯田小） 

池田 岳康 

 

 

 

 

今年度最初の教育センター通信を発行するに当たり、「火床の火の心を紡ぐ」に込められた願い・思いを 

記します。長谷川正二教育長は、昨年度の教育センター通信第３号で次のように記されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【担当より】 
 ☆校長会議の席でもお願いしましたが、月予定の中に小中一貫教育に係る予定（乗り入れ授業、交流活動等）

を明記してください。取材に伺い、各中学校区の取組を教育センター通信に掲載していきたいと思います。 

以下の４点について説明・質疑が行われました。 

①三条市小中一貫教育の推進組織と役割 

②昨年度の実施に係る点検評価アンケートの総括 

・乗り入れ授業の充実  

・保護者、地域住民への情報提供の機会増加 

・本アンケート趣旨の再確認 

 ＰＤＣＡサイクルによる分析と課題解決 

③平成２７年度のサミットに向けた取組 

④文部科学省委託事業（２年次）の推進 

これらについて、今後開催される各中学校区の推

進協議会等で周知が図られ、実践がスタートします。 

（前略）この教育センター通信も今号で今年度の３号目となりましたが、施設の竣工後、初の発行とな

ったことから、名称を標記のとおり『火床の火の心を紡ぐ』といたしました。三条の町は昔から、鍛冶

が盛んに行われており、それが現在における『金物のまち』、『ものづくりのまち』三条として全国的に

名を馳せることに繋がっております。名称に使用した『火床の火』とは、鉄を加工するための加熱する

炉のことを言い、金物を生産するに欠かせないものです。言い換えれば、ものづくりの原点であり、長

い年月受け継がれてきたものづくりの精神を象徴する言葉と言うことができます。 

三条の将来を担う子どもたちの成長にかかわる全ての者が、『火床の火』の心を大切にしながら、子

どもたちに三条を愛する気持ちを育て、たくましく生きる力をもつ『三条っ子』を育ててまいりたいと

思います。どうぞ、教職員の皆さまのお力を存分に発揮していただきたくお願い申し上げます。 

教育センター通信「火床の火の心を紡ぐ」に込められた思い！ 


